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主  論  文  の  要  旨  
 
Eo s i n op h i l i c  o t i t i s  m ed i a  i s  a s so c i a t ed  w i th  a s t h m a  se v e r i ty  a n d  
s mok i n g  h i s t o r y.  
（ 好 酸 球 性 中 耳 炎 発 症 に は 喘 息 の 重 症 度 と 喫 煙 歴 が 関 係 す る ）  
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【 要  旨 】  
好 酸 球 性 中 耳 炎 （ EO M） は 難 治 性 の 中 耳 炎 で 、 そ の 約 9 0％ に 喘 息 を
合 併 し 、 一 方 で 喘 息 の 約 1 0％ に E O M を 合 併 す る 。 我 々 は 、 E O M 合
併 群 と 非 合 併 群 で の 喘 息 の 臨 床 像 の 相 違 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。対 象
は 、 喘 息 合 併 慢 性 鼻 副 鼻 腔 炎 患者 41 例 中 、 E O M 合 併群 14 例 、 非 合
併 群 2 7 例 で あ る 。 各 群 に お け る 、 喘 息 の リ ス ク フ ァ ク タ ー （ 喘 息 発
症 年 齢 、Bo d y  ma s s  i n d ex  ( B M I)、ア ス ピ リ ン 過 敏 性 、喘 息 の 家 族 歴 、
喫 煙 歴 の 有 無 と Br i n k ma n  i n d e x ( B I )）、血 液 検 査 所 見（ 血 中 好 酸 球 数 、
総 Ig E 値 ）、 喘 息 重 症 度 、 呼 吸 機 能 検 査 、 高 分 解 能 ヘ リ カ ル C T に よ
る 気 管 壁 の 肥 厚 率 、 気 腫 化 の 有 無 に つ い て 検 討 し た 。 EO M の 診 断 は
診 断 基 準 に 従 い 行 っ た 。 結 果 、 EO M 合 併 群 で は 、 非 合 併 群 と 比 較 し
て 、 喘 息 重 症 例 が 多 く 、 気 管 支 壁 肥 厚 率 、 血 中 好 酸 球 数 、 B I が 統 計
的 有 意 に 上 昇 し て い た 。 そ の 他 の リ ス ク フ ァ ク タ ー や 呼 吸 機 能 検 査 、
気 腫 化 の 有 無 に つ い て は 、 有 意 差 を 認 め な か っ た 。 今 回 の 検 討 か ら 、
EO M は 喘 息 が 重 症 で 血 中 好 酸 球 数 が 高 い 症 例 に 合 併 し や す い こ と が
分 か っ た 。ま た 、そ の 喘 息 重 症 度 は 喫 煙 歴 に よ る 気 管 支 壁 肥 厚 と 関 係
す る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
